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 唇  音 唇歯音 歯  音 硬口蓋音 軟口蓋音 喉  音 
無声有気閉鎖音 p  ＊t c ＊k ＊ʔ 
無声無気閉鎖音 ph  th ch kh  
有 声 閉 鎖 音 ＊b  ＊d    
摩    擦    音  f s    
鼻          音 ＊m  ＊n  ＊ŋ  
流          音   r, l    
半    母    音 ＊o/w   ＊i/y   
＊は末子音にも使用される。 
 
母音（基本母音）                声調 
 前舌 中舌 後舌 
狭 母 音 i, ii ɯ, ɯɯ o, oo 
半広母音 e, ee ə, əə u, uu 







∅ 平声 Mid-tone 
╲ 低声 Low-tone 
∧ 下声 Falling-tone 
╱ 高声 High-tone 






BEN Benefactive 授受形態素 
CAUS  Causative 使役形態素 
CL  Classifier 類別詞 
COMP Complementizer           補文標識（関係代名詞、引用詞相当） 
COPU Copula              繋動詞（判断詞） 
FUT     Future tense 未来時制（未実現） 
NEG         Negative 否定辞 
MPP Male polite particle 男性用文末丁寧詞 
PAS     Passive  受動形態素 
PAST     Past tense 過去時制 
PERF              Perfect 完了 
Q             Question 文末疑問マーカー 




























                                                   
1 文頭に来る「＊」は誤用を示す。（2）の場合、「＊」および下線は筆者によるものである。 
2 水谷（1985：28）は（2）に対応する英語の正用例として「Will you teach me Japanese?」を挙げている。 
この英語の用例で分かるように「～てくれる」のような動作の方向性を表す表現が用いられていない。 


















（3） อาจารย ์สอนภาษาญ่ีปุ่ นให้ผมไดไ้หมครับ? 
    ʔaacaan sɔ̌ɔn  phaasǎa-Yîipùn hây phǒm dâymǎy khráp5 
     先生  教える   日本語    BEN  私    Q    MPP 
     （直訳）＊先生、私に日本語を教えてあげますか。 
     （意訳）先生、私に日本語を教えてくれますか。6 
 
 
                                                   
3 久野（1978）による「共感度」については、第 2章で詳述する。 
4 「視点表現」は、視点（厳密に述べると、視座）の位置を示す表現である。授受表現のほかに、受動表 
現、移動表現などが挙げられる。第 3章で詳述する。 
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7 文頭に来る「？」は誤用とは判断できない不自然な文を示す。（5）の場合、「？」は筆者によるもので 
ある。 
8 水谷（1985：29）は（5）に対応する英語の正用例として「Mr. Kawakami taught me Japanese」を挙げて 
いる。水谷（1985：29）は、日本語で表現する際、英語母語話者は以上の英語の文型に近い日本語を使 
用する例が多かったと述べている。それに、（5）のような不適切な発話は「英語話者の文づくりの傾向 
として S＋V＋O あるいは S＋V＋O＋O の形が根づよいことと関係が深い」と指摘している（水谷 1985： 
28）。 






（6） อาจารยค์ะวะคะมิสอนภาษาญ่ีปุ่ นผม 
    ʔaacaan Kháwá-khá-míʔ sɔ̌ɔn phaasǎa-Yîipùn phǒm 
     先生     川上    教える   日本語    私 




























































































































エッセイを合わせて、12 冊である。その内訳は、日本語の原書が 3 冊、それに対応するタ
















 本論文は、全 6章で構成されている。 





















































































（7） John hit his wife.       （久野 1978：132） 






場合は（7）のように「John hit his wife」と描写する。一方、話し手はメアリー寄りの視点














































































































 （11） 山田さんがきのうぼくの妹のところに来ました。  （大江 1975：39） 




















（13） ジョンはメリーのところに＊来よう/行こうと思っている。 （大江 1975：125） 













                                
                 クル/come 
 
 ジョン        メリー 私 




図 1 ホームベース共有11（大江 1975：127） 
 
                                                   
11 筆者が大江（1975：127）による図式の一部を簡略化したものを示す。 
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（13）’ ジョンはメリーのところに来よう/＊行こうと思っている。 （大江 1975：127） 
 （14）’ John thinks that he will come / ＊go to Mary.  （大江 1975：127） 
 

















（15） a Then, John hit Mary. 
b Then, John hit his wife. 
































図 2 カメラ・アングル（久野 1978：132）12 
 
（16） A：（16a） John hit Mary.        C：（16a） John hit Mary. 
B：（16a） John hit Mary.          （16c） Mary’s husband hit her. 
（16b） John hit his wife.         （16d） Mary was hit by John. 
（16e） Mary was hit by her husband. 
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を E（x）で表わす。共感度は、値 0 
（客観描写）から値 1（完全な同一視化）迄の連続体である。（久野 1978：134） 
 
 以上の指摘に関連し、久野（1978：134）は「x よりも y 寄りのカメラ・アングル」とい
う概念は、E(y)＞E（x）で表すことができると述べている。換言すれば、y 寄りのカメラ・
アングルということは、y に対する共感度が高いということである。図 3を見ると、A は E
（John）＝E（Mary）＝0 として表すことが可能である。つまり、話し手は、ジョンに対し
てもメアリーに対しても共感を持たない。それによって、話し手は、ジョンとメアリーの




























































（19） a E（僕）＞ E（太郎）  
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（20） a  僕が太郎にお金をやった。 
     b ＊太郎が僕にお金をやった。14（久野 1978：145） 
（21） a  僕が君にお金をやった。 
     b ＊君が僕にお金をやった。  （久野 1978：146） 
 （22） a  君が太郎にお金をやった。 























                                                   
14 文頭に来る「＊」は不適格な文を示す。 





 （23）＊あなたは私の弟に本をやった。  （寺村 1982：134） 
























                                                   
15 視点の基本的な要素の一つであり、話し手の位置を示す。2.3で詳述する。 
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     代名詞                    名詞 
 
1人称  2人称  3人称  親族名詞、  人間名詞  動物名詞  無生物名詞 
固有名詞18 
                             自然の力  抽象名詞、 
                              の名詞   地名 
 










 （26） 私は女を殺した。 










                                                   
18 固有名詞とは、人間を示す固有名詞である（角田 2009：41）。角田が示している用例から取り上げると、 
「太郎」「花子」などがその例である。 











 （28） 女は熊を殺した。 
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（30）？大波は私をさらった。 












































（32） 太郎が花子をなぐった。19（松木 1992：36） 











（34） 鎌倉は横浜から近い。 （松木 1992：36） 
 
 
                                                   
19 下線は筆者による。 





























                                                   
20 空間的な場所を指すことから、茂呂（1985）による視座の概念は大江（1975）によるホームベースの 
概念と似ている。 






                   a           c 
                   b 
                               d 
a：視点人物（＝私）     b：視座（＝地下室への入り口のある場所） 
c：注視点（＝みんな）    d：見え（＝みんなが地下室へ入っていく） 
 


















                                                   
21 図 5は茂呂の用例に基づいて、筆者が作成したものである。 
地下室 
みんな 
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表 2 本研究における視点の基本的な要素の定義 
視点の基本的な要素 本研究の定義 
視点人物 出来事を見た「話し手」 








                                                   
22 固定注視点とは、話し手が談話の展開の初めから終わりまで、一人の人物の行為に注目する場合の注視 
点を示す（渡邊 1996：16）。 
23 移動注視点とは、話し手が複数の人物の行為を描写する場合の注視点を示す（渡邊 1996：16）。 





















































盗難にあったことを説明する場合、「Someone took my wallet」（水谷 1985：20）という英語
の文に影響されて、「？誰かが私の財布をとった」24（水谷 1985：16）のような文で描写す
る。逆に、日本語母語話者は、日本語の影響を受けながら、自分の立場から英語で描写し





                                                   
24 「日本語話者はこれを聞いて『なんだかおかしい』と感じる」（水谷 1985：17）という記述から、不自 
然な用例を示すために、筆者は「？」をつけた。 
25 水谷（1985）は文頭に「×」で示しているが、便宜上「＊」で統一することにする。 























げながら、E. Seidensticker によるその英訳の用例を次のように比較している。 
 
（40） 国境の長いトンネルを抜けると、雪国であった。   （池上 2006：12） 



































   て体験的に事態把握をする場合。実際には話者が問題の事態の中に身を置いてい 
ない場合であっても、話者は自らがその事態に臨場する当事者であるかのように 
体験的に事態把握をする。（池上 2008：3） 
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（44）「客観的把握」：話者が問題の事態の外に自らの身を置き、その事態の傍観者、な 
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 （47） メアリーがくれたのよ。 （井出 2006：221） 
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                        「神の視点」（不動） 
 
 










    が豊かに与えられている。そしてこの視点は時間とともに移動する。あたかも虫 













                                                   
26 金谷（2004：31）による図式に基づいて、筆者が再現したものを示す。 







 （50） 富士山が見える。 （金谷 2004：58） 



























































                                                   
27 表 3はラルアイソング（2014）に基づいて、改めて整理したものである。 














視座                       視座 
              出来事              出来事 
 
事実志向型：「Someone took my wallet」     立場志向型：「財布をとられた」 
 









のまま事実として描写した。そのため、英語では「Someone took my wallet」という客観的な
表現となっている。 
                                                   
28 図 7は水谷（1985：20-25）の用例に基づいて、筆者が作成したものである。 
私 
 私 誰か 
私 
誰か 
































































                                                   
29 筆者が用例の説明の一部を簡略化したものを示す。 
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兄 36.9 32.9 
妹 27.0 25.1 
母 14.9 24.8 






















 （54） 赤ちゃんにべろべろばーをしていると〔ピングー〕、赤ちゃんのお母さんがおや 
つをくれました【ピングー】。またしばらく行くと〔ピングー〕、クラクション 






























                                                   
30 奥川（2007）による作文例は、筆者が表記などを編集して、簡略化したものを示す。 




























































































































   との間の異なる視点的傾向が反映された結果であり、そうした違いが一種の母語 
   干渉として学習者の中間言語に影響を及ぼしている。（金慶珠 2001：67）33 
 
                                                   
33 下線は筆者による。 





























                                                   
34 佐藤（2005）では国籍別として、アメリカ人、イギリス人、オーストラリア人、カナダ人が対象者と  
  された。 














（60） したしいともだちから やま あ したしいともだちのやまだ から でんわ





































 （61） 孫がおじいちゃんに本を借りにきました【おじいちゃん】35。 
     「おじいちゃん、あの本貸して！」 
     おじいちゃんは喜んで貸してくれました【孫】。  （中浜・栗原 2006：102） 
 （62） 女の子がおじいちゃんのところにおねがいにきました【おじいちゃん】。 
     「おじいちゃん、本をかしてほしいんだけど。あつい本がいいの。」 




                                                   
35 下線は中浜・栗原（2006）のままである。【 】は筆者によるものであり、視座が置かれた登場人物を 
示す。 




























































































                                                   
36 視点の基本的な要素を示す構文である。第 3章で詳述する。  











































































 （64） 上から下のほうの石だんを見ると、ぞろぞろありがのぼってくるみたいに、人 
のあたまが見えました。（茂呂 1985：51）37 
 （65） かえるとちゅう空を見ると、空がまっかに見えました。（茂呂 1985：51） 
 （66） はしの上から、おいけの中を見たら、大きなくろいこいや赤いさかなが、かた 
まって、およいでいました。（茂呂 1985：51） 













                                                   
37 下線は筆者による。 










 （35）’ みんなキャーキャーいいながら、ちかしつへはいっていきました。 
（茂呂 1985：52）（再掲） 

















































                                                   
38 水谷（1985）は「～てしまう」文について言及していないが、事態に対して話し手の遺憾の意を表すた 
め、大塚（1995）は新たに加えている。 

























 （70） ひとつの風船をもらった兄妹は、取り合いのけんかになってしまいました。お 
兄ちゃんを泣かし、風船をものにした妹は、公園へと向かいます。（後略）（田 
代 1995：33）40 
                                                   
39 田代（1995）はこれらの表現を「視点表現」ではなく、「構文的手がかり」と称している。しかし、視 
   座の位置を判断する際に参考にしているという点から、「視点表現」と同義であることが分かった。 
40 用例の内容および下線は田代（1995）のままであるが、筆者は視座を示す記号などを省いて簡略に示 
した。 



































42 使用例は武村（2010）によるものであり、【 】は視座を示す。下線は筆者が部分的に手を加えた。 

































































                                                   
43 予備調査の結果については、第 5章で詳述する。 






 （71） 「私は太郎に褒められた」 ：  私   褒める  太郎 











（72） 「私は花子を褒めてあげた」:   私   褒める   花子 
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 （73） 「私は花子に褒めてもらった」：  私   褒める   花子 



























                                                   
46 本調査用の漫画は、第 5章で示す。 























       X ガ  Y ニ   V‐   ‐are‐   （ru） 





X：「Y ガ V‐スル」ことによって影響を受ける（‘affected’）主体 
 
図 8 受動表現の意味的関係（寺村 1982：214） 














 （76） 直孝は祖母に育てられた47。       （寺村 1982：214） 








（76）’ 祖母が直孝を育てた。 （寺村 1982：215） 





                                                   
47 下線は筆者による。 





















































与え手ガ ＋受け手ニ （＋目的語ヲ） ＋動詞～てあげる 
（80） 「～てくれる」授受表現： 
与え手ガ ＋受け手ニ （＋目的語ヲ） ＋動詞～てくれる 
（81） 「～てもらう」授受表現： 






                                                   
51 益岡・田窪（1992：87）は「受益の表現」と称している。 










（82） 私は鈴木さんに答えを教えてあげた。  （益岡・田窪 1992：87） 
 （83） 鈴木さんは私に答えを教えてくれた。  （益岡・田窪 1992：87） 








 （85）？太郎は私に答えを教えた。    （益岡・田窪 1992：87） 








                                                   
52 相手が対等の関係であっても、親しくなければ、話し手は「～てさしあげる」表現などを用いて、自分 
を低める場合がある（グループ・ジャマシイ 1998：253）。 





表 7 授受表現と共感の関係（村木 1991：28）53 





X    Y 
動作主 被動者55 
主格  斜格 
  有 
X    Y 
動作主 被動者 
主格  斜格 
      有 
X    Y 
被動主 動作者 
主格  斜格 
  有 














し手の視座を分析していく。次の表 8 と表 9 では、話し手を中心として、動作の方向性を
関連づけながら、視座の判断の仕方の基準を示したものである。まず、受動表現から記述
する。 
                                                   
53 表の題目は筆者によるものである。 
54 本研究では授受動詞「あげる」および「～てあげる」表現を中心として扱うが、表 7の場合、「やる」 
  に相当する。 
55 本研究では「対象」という用語を用いて記述する。 
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表 8 本研究の日本語の受動表現 
受動表現 動作の方向性 例 
～れる／ 
～られる 
話し手 ← 相手56 
（対象） （動作主） 
私は太郎に叩かれた。 













表 9 本研究の日本語の授受表現（動詞で示すもの） 
授受表現 動作の方向性 例 
あげる 
話し手  →  相手 
（与え手）  （受け手） 
私は太郎にお菓子をあげた。 
視座の位置 主格 【私】 
くれる 
相手   → 話し手 
（与え手）  （受け手） 
太郎が私にお菓子をくれた。 
視座の位置 与格 【私】 




57 【 】は視座を示す。 
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もらう 
話し手  ←  相手 
（受け手）  （与え手） 
私は太郎にお菓子をもらった。 
視座の位置 主格 【私】 
 
表 10 本研究の日本語の授受表現（構文で示すもの） 
授受表現 動作の方向性 例 
～てあげる 
話し手  →  相手 
（与え手）  （受け手） 
私は太郎にお菓子を作ってあげた。 
視座の位置 主格 【私】 
～てくれる 
相手   → 話し手 
（与え手）  （受け手） 
太郎が私にお菓子を作ってくれた。 
視座の位置 与格 【私】 
～てもらう 
話し手  ←  相手 
（受け手）  （与え手） 
私は太郎にお菓子を作ってもらった。 

































































































（88） thùuk 受動表現： 対象 ＋thùuk （＋動作主） ＋動詞 
（89） doon 受動表現 ： 対象 ＋doon （＋動作主） ＋動詞 
 













61 Iwasaki and Ingkaphirom（2005：313）は Passive auxiliary（受動態助動詞）として説明している。 











     khruu dùʔ nák-rian 
      先生  叱る  学生 
     （直訳）先生は学生を叱った。 
（91） นกัเรียนถูกครูดุ 
     nák-rian thùuk khruu dùʔ 
      学生   PAS  先生  叱る 
     （直訳）学生は先生に叱られた。 
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（92） นกัเรียนถูกดุ 
     nák-rian thùuk dùʔ 
      学生   PAS  叱る 
     （直訳）学生は叱られた。 
 




き換えれば、doon 受動表現として成り立つ。先に示した thùuk 受動表現の（91）に相当す
る doon 受動表現は、以下の通りになる。 
 
（93） นกัเรียนโดนครูดุ 
nák-rian doon khruu dùʔ 
学生   PAS  先生  叱る 
     （直訳）学生は先生に叱られた。 
 
最初に触れたように、タイ語において話し手は、対象が出来事にネガティブな影響を及





ッグの中身を）とる）などが用いられる（Iwasaki and Ingkaphirom 2005：314）64。対照的に、
「『褒められる』のような望ましいことは「thùuk」の受動形ではあまり表されない」（メー
ターピスィット 2000：61）65。 
















 （94）においては、メーターピスィット（2000）は doon 受動表現について言及していな











                                                                                                                                                     
นกัเรียนถูกครูชม 
nák-rian thùuk khruu chom 
学生   PAS  先生  褒める 
（直訳）学生は先生に褒められた。 
しかし、このような受動表現には不自然さが感じられる。望ましい（もしくは、ポジティブな）出来 























（96） ผมถูกเลือกเป็นหวัหนา้กลุ่ม （Iwasaki and Ingkaphirom 2005：318） 
phǒm thùuk lɯ̂ak pen  hǔa-nâa-klùm 








                                                   
67 タイ文字は、筆者が加えたものである。 




「จบั」/càp/（捕まえる）  「ดุ」/dùʔ/（叱る） 
「ติเตียน」/tì-tian/（批判する） 「หลอก」/lɔ̀ɔk/（騙す） 
「ลอ้」/lɔ́ɔ/（からかう）  「คดัคา้น」/khát-kháan/（反対する） 
「ร้ือทิ้ง」/rɯ́ɯ-thíŋ/（取り壊す）   「ปฏิเสธ」/pàtìsèet/（断る） 
「ห้าม」/hâam/（禁じる）     「ทบั」/tháp/（轢く） 
「แกลง้」/klɛ̂ɛŋ/（いじめる）  …… 
 （田中 2004：208）67 










（97） ตน้ไมถู้กปรีดาโค่น （Filbeck 1973：37）69 
tônmáay thùuk  Priidaa  khôon 

















                                                   
69 （97）は Filbeck（1973：37）からとったものであるが、タイ文字、発音表記、グロス、下線および日 
本語の直訳は筆者によるものである。 










（98） แสตมป์ท่ีระลึกออกวางจ าหน่ายแลว้ （田中 2004：225）70 
sàtɛm thiîi-ralɯ́k ʔɔɔk-waaŋcamnàay lɛ́ɛo 

















                                                   
70 （98）のタイ文字と、簡略化したグロスは筆者によるものである。日本語の直訳は田中（2004:225）に 
  よるものを示す。 
第 3章 日本語とタイ語の視点表現 
 87 








（99） การทดลองถูกท าข้ึนในหอ้งปฏิบติัการ （Prasithrathsint 2005）71 
kaan-thót-lɔɔŋ thùuk tham  khɯ̂n nay hɔ̂ŋpà-tì-bàtkaan 
実験    PAS   行う  上がる 内    実験室 
（直訳）実験は実験室で行われた。 
  





である（Prasithrathsint 2005）。それに加え、Iwasaki and Ingkaphirom（2005：315）によれば、
中立受動表現は書き言葉のみならず、話し言葉においても普及されつつあると述べている。
ただ、中立的な意味として用いられる thùuk 受動表現は、無生物が主語になることが多い
（Iwasaki and Ingkaphirom 2005：315）。 
それでは、中立受動表現はタイ語として望ましくないとすると、「本格的なタイ語」とし 




                                                   
71 タイ語の発音表記、グロス、下線および直訳は筆者による。 
72 「Kha-naacaan Phaak-wichaa Phaasaa-Thay Kha-na-sinlapasaat Mahaa-wittha-yaalay Thammasat」はタイ国内
の、タマサート大学教養学部タイ語学科教員一同のことである。 




（100） นวนิยายเร่ืองน้ีถูกแต่งโดย “ทมยนัตี”73（Kha-naacaan Phaak-wichaa Phaasaa-Thay Kha-na- 
sinlapasaat Mahaa-wittha-yaalay Thammasat 1996：48） 
     náwá-níyaay rɯ̂aŋ níi  thùuk tɛ̀ŋ   dooy   “Thámá-yantii” 
       小説    CL  この  PAS  作る ～によって  トムヤンティ 









（101）  “ทมยนัตี” เป็นผูแ้ต่งนวนิยายเร่ืองน้ี（Kha-naacaan Phaak-wichaa Phaasaa-Thay Kha-na- 
sinlapasaat Mahaa-wittha-yaalay Thammasat 1996：48） 
“Thámá-yantii” pen phûu tɛ̀ŋ náwá-níyaay rɯ̂aŋ níi 
      トムヤンティ  COPU  者  作る   小説    CL この 







Kha-naacaan Phaak-wichaa Phaasaa-Thay Kha-na-sinlapasaat Mahaa-wittha-yaalay Thammasat が
                                                   
73 （100）は Kha-naacaan Phaak-wichaa Phaasaa-Thay Ka-na-sinlapasaat Mahaa-wíttha-yaalay Thammasat によ 
  る例文であるが、タイ語の発音表記、グロス、下線、日本語の直訳および意訳は筆者によるものである。 
（101）も同様である。 


















以下の（103）は能動表現、（104）は対応する dâyráp 受動表現を示すものである。 
 
（103） เจา้ภาพเชิญเขา 
     câo-phâap chəən  khǎo 
      主催者  招待する  彼 
     （直訳）主催者は彼を招待した。 
（104） เขาไดรั้บเชิญจากเจา้ภาพ 
    khǎo dâyráp chəən  càak câo-phâap 
      彼   PAS  招待する から  主催者 
     （直訳）彼は主催者に招待をもらった。 
     （意訳）彼は主催者に招待された。 
 
                                                   
74 「ไดรั้บ」/dâyráp/の日本語の意味は、田中（2004：217）を参考にしたものである。  

























                                                   
75 その一方で、「招待される」という表現を thùuk 受動表現で表すと、次の通りになる。 
เขาถูกเชิญ 
khǎo thùuk chəən 
彼  PAS  招待する 
（直訳）彼は招待された。 
この場合、thùuk 受動表現で描写されることで、対象の「เขา」/khǎo/（彼）は招待されて困ったとい 
う含意がある。ただ、前後の文脈によって中立的に捉えられる場合もある。（Iwasaki and Ingkaphirom  
2005：318）。 






（106） ผมไดรั้บการแนะน าจากคุณยามาดะให้ท  าประกนั （田中 2004：220） 
    phǒm dâyráp kaan-nɛ́ɛ-nam càak khun-Yaa-maadàʔ hây  tham prà-kan 
      私   PAS     紹介     から    山田さん   CAUS  する  保険 


















                                                   
76 名詞化接頭辞である「การ」/kaan/は具体的な動作を表す動詞、「ความ」/khwaam/は精神活動や抽象的な 
状況を表す動詞に前接して名詞化する（田中 2004:219）。  
77 しかし、上記の dâyráp 受動表現は、それぞれ「『保護すること』をもらう」、「『後援すること』をもら 
う」、「『褒めること』をもらう」という構文になっているため、受取を表す動詞/dâyráp/で示す授受表 
現の性格に近いと考えられる。 




 （メーターピスィット 2000：62） 










（108） คุณจะให้หนงัสือแก่ใคร  （田中 2004：244）78 
khun  càʔ  hây nǎŋsɯ̌ɯ kɛ̀ɛ khray 
あなた FUT あげる   本   に   誰 





（109） คุณไดรั้บดอกไมจ้ากใคร  （田中 2004：247） 
khun dâyráp dɔ̀ɔkmáy càak khray 
あなた もらう   花   から  誰 








                                                   
78 （102）は田中（2004：244）によるものであるが、筆者はタイ文字の文を追加し、発音表記と直訳など 
の示す順番を変更した。（103）も同様である。 
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表 11 日本語とタイ語の授受動詞の比較（田中 2004：249）79 

























     chǎn sɯ́ɯ khà-nǒm hây nɔ́ɔŋsǎao 
      私  買う  お菓子  BEN   妹 
     （直訳）私は妹にお菓子を買ってあげた。 
                                                   
79 表 11は、田中（2004：249）に基づいて、筆者が手を加えたものを示す。また、表のタイトルは筆者に 
よるものである。 
80 授受を表す「ให」้/hây/（あげる）は、授与の表現の場合にも、受取の表現の場合にも現れる。この 2 
つの表現の違いは動詞の位置である。授与の表現では、動詞が hây の前に来る。一方、受取の表現では、 
動詞が hây の後ろに来る。いずれも hây が現れるため、本研究では授受の表現を「授与の hây 授受表現」、 
受取の場合を「受取の hây 授受表現」と呼ぶ。 
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（112） นอ้งสาวซ้ือขนมให้ฉนั 
     nɔ́ɔŋsǎao sɯ́ɯ khà-nǒm hây chǎn 
       妹    買う  お菓子  BEN  私 
     （直訳）＊妹は私にお菓子を買ってあげた。 
     （意訳） 妹は私にお菓子を買ってくれた。 
 















う場合もある。受取の hây 授受表現の基本的な構文と用例は次の通りである。 
 
（113） 受取の hây 授受表現：受け手 ＋hây ＋与え手 ＋動詞 ＋（目的語） 
（114） เธอให้เพื่อนสอนการบา้น 
     thəə hây phɯ̂an sɔ̌ɔn  kaanbâan 
     彼女 BEN  友達  教える  宿題 
     （直訳）彼女は友達に宿題を教えてもらった/教えさせた。 
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さらに、江田は、受取の hây 授受表現より、「お願いする」という意味が強い表現として
「khɔ̌ɔ rɔ́ɔŋ hây～」などの形があると指摘している。この表現を、khɔ̌ɔ-hây 授受表現81と呼




（115） khɔ̌ɔ-hây 授受表現：受け手 ＋khɔ̌ɔ-hây ＋与え手 ＋動詞 ＋（目的語） 
（116） เธอขอให้เพื่อนสอนการบา้น 
     thəə khɔ̌ɔ-hây phɯ̂an sɔ̌ɔn kaanbâan 
     彼女   BEN   友達  教える  宿題 









3.5.3 タイ語の視座の判断の仕方  








                                                   
81 「khɔ̌ɔ rɔ́ɔŋ hây～」にある「rɔ́ɔŋ」は省略可能であるため、簡略に khɔ̌ɔ-hây で示す。 
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表 12 本研究のタイ語の受動表現 
受動表現 動作の方向性 例 
thùuk 
話し手  ← 相手 
（対象）  （動作主） 
ฉนัถูกทาโร่ตี 
chǎn thùuk Thaarôo tii 
私  PAS   太郎  叩く 
（直訳）私は太郎に叩かれた。 
視座の位置 主語 【私】 
doon 
話し手  ← 相手 
 （対象）  （動作主） 
ฉนัโดนทาโร่ตี 
chǎn doon Thaarôo tii 
私  PAS   太郎  叩く 
（直訳）私は太郎に叩かれた。 
視座の位置 主語 【私】 
 
タイ語の受動表現は構文的に受動を表す thùuk、もしくは doon マーカーで表されるもの
に限定する。いずれも動作の方向性は「話し手←相手」で示すように、対象である話し手
に向けられている。つまり、「ถูกตี」/thùuk tii/（叩かれる）などの thùuk 受動表現も、「โดนตี」








その一方で、タイ語の授受表現における視座の判断の仕方は、表 13と表 14で示す。 
 
 
                                                   
82 田中（2004：73）は、タイ語は孤立語であり、動詞の活用ももたず、文成立は語順にゆだねられること 
が多いとしており、日本語の格助詞と同じような前置詞も発達していると述べている。 
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表 13 本研究のタイ語の授受表現（動詞で示すもの） 
授受表現 動作の方向性 例 
hây 類 
話し手 → 相手 
（与え手） （受け手） 
ฉนัให้ขนม (แก่) ทาโร่ 
chǎn hây khà-nǒm (kɛ̀ɛ) Thaarôo 
私  BEN お菓子   に   太郎 
（直訳） 
私は太郎にお菓子をあげた。 
相手   → 話し手 
（与え手） （受け手） 
視座の位置 主語 【私】 
dâyráp 類 
話し手 ←  相手 
 （受け手） （与え手） 
ฉนัไดรั้บขนมจากทาโร่ 
chǎn dâyráp  khà-nǒm càak Thaarôo 
私  BEN   お菓子  から  太郎   
（直訳） 
私は太郎にお菓子をもらった。 
相手   ← 話し手 
（受け手） （与え手） 
視座の位置 主語 【私】 
 
表 14 本研究のタイ語の授受表現（構文で示すもの） 
授受表現 動作の方向性 例 
授与の hây 
（～hây） 
話し手 → 相手 
（与え手） （受け手） 
ฉนัท าขนมให้ทาโร่ 
chǎn tham khà-nǒm hây Thaarôo 
私  作る  お菓子 BEN  太郎 
（直訳） 
私は太郎にお菓子を作ってあげた。 
相手   → 話し手 
（与え手） （受け手） 
視座の位置 主語 【私】 
受取の hây 
（hây～） 
話し手 ←  相手 
 （受け手） （与え手） 
ฉนัให้ทาโร่ท าขนม 
chǎn hây  Thaarôo tham khà-nǒm 
私  BEN  太郎  作る お菓子  
第 3章 日本語とタイ語の視点表現 
 98 





視座の位置 主語 【私】 
khɔ̌ɔ-hây 
話し手 ←  相手 
 （受け手） （与え手） 
ฉนัขอให้ทาโร่ท าขนม 
chǎn khɔ̌ɔ-hây  Thaarôo tham khà-nǒm 




相手   ← 話し手 
（受け手） （与え手） 
















に視座が置かれるということである。「ฉนัท าขนมให้ทาโร่」/chǎn tham khà-nǒm hây Thaarôo/（私
は太郎にお菓子を作ってあげた）という例で示すように、主語として立てられた与え手で
ある「ฉนั」/chǎn/（私）に視座が置かれている。 







た「ฉนัท าขนมให้ทาโร่」/chǎn tham khà-nǒm hây Thaarôo/（私は太郎にお菓子を作ってあげた）




















最後に、khɔ̌ɔ-hây 授受表現に関しては、前述した受取の hây 授受表現と同じように、受け
取る意味を表すのに用いる「受け手」中心の表現である。例として「ขอให้ท  า」/khɔ̌ɔ-hây tham/
（してもらう、作ってもらう）、「ขอให้สอน」/khɔ̌ɔ-hây sɔ̌ɔn/（教えてもらう）、「ขอให้ซ้ือ」/khɔ̌ɔ-hây 
sɯ́ɯ/（買ってもらう）などが挙げられる。ただ、話し手が受け手である場合は「話し手←




挙げた例として「ฉนัขอให้ทาโร่ท าขนม」/chǎn khɔ̌ɔ-hây Thaarôo tham khà-nǒm/（私は太郎にお菓
子を作ってもらった）という文がある。ここでは、受け手である「ฉนั」/chǎn/（私）は主語
に立てられているため、視座も「ฉนั」/chǎn/（私）に置かれていると言える。他方、同一の




以上、タイ語の視点表現として thùuk・doon 受動表現と、授与の hây、受取の hây、khɔ̌ɔ-hây
授受表現について整理した。thùuk・doon 受動表現では、視座の位置が対象（多くの場合は
話し手自身）にある。一方、授受表現における視座は、必ずしも話し手に置かれていると































3.6.1 日本語とタイ語の翻訳の資料   





翻訳の資料として 12冊の小説・エッセイ（日本語 6冊、タイ語 6冊）とした。小説およ
びエッセイの場合、登場人物、出来事の設定などが明確で理解しやすいため、採用した。
表 15 は日本語の対象資料、表 16 はタイ語の対象資料の詳細を示したものである。また、
例として、表 15 の（ア）と表 16 の（ア）’が対応するように、『いま、会いにゆきます』
という日本語の原書は『แลว้ฉนัจะกลบัมา』/Lɛ́ɛo Chǎn Càʔ Klàp Maa/というタイ語の翻訳書に対
応する。 
 
表 15 日本語の対象資料の詳細 
 タイトル 区分 I 区分 II 発行年 
（ア） 『いま、会いにゆきます』 原書 小説 2003年 
（イ） 『ラヴレター』 原書 小説 1995年 
（ウ） 『窓ぎわのトットちゃん』 原書 エッセイ 1984年 
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（エ） 『絵の裏』 翻訳書 小説 1982年 
（オ） 『メナムの残照』 翻訳書 小説 1978年 
（カ） 『サーラピーの咲く季節』 翻訳書 エッセイ 1996年 
 
表 16 タイ語の対象資料の詳細 
 タイトル 区分 I 区分 II 発行年 
（ア）’ 
『แลว้ฉนัจะกลบัมา』 
/Lɛ́ɛo Chǎn Càʔ Klàp Maa/ 
翻訳書 小説 2008年 




Dèkyǐŋ Khâaŋ Nâatàaŋ/ 
翻訳書 エッセイ 1992年 
（エ）’ 『ขา้งหลงัภาพ』/Khâaŋ Lǎŋ Phâap/ 原書 小説 2002年 
（オ）’ 『คู่กรรม』/Khûu Kam/ 原書 小説 1993年 











を用いて、調査を実施している（田代 1995、金慶珠 2001、中浜・栗原 2006など）。アニメ
ーションも含め、漫画において談話の主人公を設定することによって、調査参加者がどこ
に注目して描写しているかを探ることが可能である。 
                                                   
83 巻末の参考資料 II を参照する。 




































影響を受けたかによって、分類されている（Iwasaki and Ingkaphirom 2005など）。つまり、
ネガティブな動作の影響を受けた場合に用いる thùuk・doon 受動表現と、ポジティブな動作
の影響を受けた場合に用いる dâyráp 受動表現に分けることができる。thùuk 受動表現より、
doon 受動表現のほうは話し言葉的であるが、いずれも主に、ネガティブな動作の影響を受





















                                                   
84 doon 受動表現の場合、「โดนต่อย」/doon tɔ̀ɔy/（殴られる）、「โดนต าหนิ」/doon tamnìʔ/（責められる）、「โดน 
โกรธ」/doon kròot/（怒られる）のように置き換えることができる。 































の hây 表現、受取の hây 表現および khɔ̌ɔ-hây 表現は、単純に「動作主を中心に示す」ため




























































                                                   
85 日本語学習者とタイ人日本語学習者による用例は、予備調査を通して得られたものである。その概要に 
ついて第 5章で詳述する。 






























                                                   
86 4.2で詳述する。 















 （120） 財布をとられました/すられました。 （水谷 1985：18） 













                                                   
87 水谷（1985：18）は、英語では受動表現にして「My wallet was stolen」と述べる場合もあるが、間接的 
で、かつ改まった印象を与えると説明している。 
88 不自然な用例を示す「？」は筆者によるものである。 
















 （123） ฉนัโดนขโมยกระเป๋าสตางค ์
chǎn doon khà-mooy krà-pǎo-sà-taaŋ 
      私  PAS   盗む     財布 
     （直訳）私は財布を盗まれた。 
 （124） กระเป๋าสตางคโ์ดนขโมย 
krà-pǎo-sà-taaŋ doon khà-mooy 
            財布    PAS   盗む 





 第 3章で述べたように、タイ語の受動表現に関して Iwasaki and Ingkaphirom（2005）は thùuk
受動表現、doon 受動表現、dâyráp 受動表現に分類している。thùuk 受動表現と doon 受動表
現（以下 thùuk・doon 受動表現）は、被害の意味を表す場合に用いられるのに対し、dâyráp
受動表現は好ましい意味を表す場合に用いられる（Iwasaki and Ingkaphirom 2005：313）。ま
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た、thùuk 受動表現は逆境とのかかわりが深いため、khàmooy（盗む）をはじめ、lɔ̀ɔk（騙す）、
tii（打つ）などの被害性をもつ動詞を伴いやすい（Iwasaki and Ingkaphirom 2005：314）。こ
の説明で以上の（123）と（124）について述べると、doon 受動表現が使用されたことから、
特殊な場面を除いて、盗難にあった出来事は被害として捉えられて、描写されていること
が分かる。      
 また、英語の原書にある受動表現に注目して、タイ語の翻訳書ではどのような表現で示
されたかを分析した研究として、Manomaivibool（2004）が挙げられる。Manomaivibool は、
英語で書かれた『ハリー・ポッター』という小説の第 2 巻と第 3 巻を対象資料とし、原書
の受動表現とタイ語の翻訳書の表現を対照している。その結果、タイ語の翻訳書では、ネ
ガティブな意味をもつ動詞と受動表現の組み合わせが 120 例、中立的な意味をもつ動詞と













































（126） “คุณฟจิูอิ!” จู่ๆไดย้นิเสียงเรียก ฉนัรู้สึกตวัต่ืน（Còtmǎay） 
     “khun-Fuucì-ʔìʔ!” cùucùu dâyyin sǐaŋrîak chǎn rúusɯ̀k-tua tɯ̀ɯn 





























このうち、日本語の原書は 3冊、それに対応するタイ語の翻訳書は 3冊である（表 18）。そ
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/Tótò-caŋ Dèkyǐŋ Khâaŋ Nâatàaŋ/ 
（Tótò） 
 
表 19 タイ語の原書―日本語の翻訳書の組 
タイ語の原書 日本語の翻訳書 
『ขา้งหลงัภาพ』 





















                                                   
89 対象資料のタイトルの下にある（ ）は資料の略名を示す。 





























まとめた。表 20 は日本語の原書とタイ語の翻訳書にある受動表現の用例数、表 21 はタイ
語の原書と日本語の翻訳書にある受動表現の用例数を表すものである。 
 
第 4章 日本語とタイ語における視点表現の働きの比較 
 116 
表 20 日本語の原書―タイ語の翻訳書の組に見られる受動表現 










いま―Lɛ́ɛo 77 24 
窓ぎわ―Tótò 28 18 
 単位：例 
 
表 21 タイ語の原書―日本語の翻訳書の組に見られる受動表現 
対象資料の組 タイ語の原書 日本語の翻訳書 
Khâaŋ―絵     8 107 
Khûu―メナム 48 156 














                                                   
90 『ラヴレター』の前半は、冒頭 100頁の 3～102頁までの収集の範囲を示す。 
91 『ラヴレター』の後半は、冒頭 100頁以降の 103～197頁までの収集の範囲を示す。 
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 （127） 「騙されました。あたし」92（ラヴ） 
（128） หนูโดนเขาหลอก（Còtmǎay） 
nǔu  doon khǎo lɔ̀ɔk 
     あたし  PAS  彼  騙す 
（直訳）あたしは彼に騙された。 
 
                                                   
92 下線は筆者によるものであり、受動表現を示す。 









 （129） 「見つかったら叱られるで」（ラヴ） 
（130） ถา้โดนจบัได ้มีหวงัโดนดุแน่（Còtmǎay） 
thâa  doon càpdây  mii-wǎŋ doon dùʔ  nɛ̂ɛ 
















（ア） ガードマンが どろぼうを 見つける。 （野田 1991：216） 
（イ） どろぼうが ガードマンに 見つかる。 （野田 1991：216） 
野田は、（イ）は（ア）を自動化した動詞であると述べており、こうした自動化は受動化と平行する 
  と指摘している。中間的なヴォイスは「見つける―見つかる」のほかに、2項動詞である「捕まえる― 
  捕まる」「（人 1が人 2を）破る―（人 2が人 1に）破れる」、3項動詞である「教える―教わる」「授ける 
  ―授かる」などがある（野田 1991）。ただ、本研究では、受動表現として「～れる／～られる」で示す 
文法的なヴォイスを中心に分析するため、中間的なヴォイスを扱わず、参考程度にとどめる。 







 （131） （前略）ひとりだけ、ちょっと、冷たい目で見られているようなものを、おぼ 
ろげには感じていた。（窓ぎわ） 
（132） แต่โตะ๊โตะจงัก็พอจะรู้สึกอยา่งผิวเผินว่า เธอถูกมองดว้ยสายตาท่ีเยน็ชา（Tótò） 
tɛ̀ɛ   Tótò-caŋ kɔ̂ɔ phɔɔ-càʔ rúusɯ̀k yàaŋ-phǐu-phə̌ən wâa  thəə 
しかし トットちゃん も  何となく  感じる   おぼろげに   COMP  彼女 
thùuk mɔɔŋ dûay sǎaytaa thîi  yenchaa 













    lɛ́ɛo  khun  kɔ̂ɔ  yaŋ dâyráp lɯ̂ak pen   bɛ̀ɛp nay kaan-thàayphâap 
そして あなた [強調] まだ  PAS   選ぶ COPU 被写体  中    写真撮影 
yùu-bɔ̀ybɔ̀y 
     しばしば 
   （直訳）そして、あなたはまだ写真撮影の被写体にしばしば選ばれていた。 
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（135） ฉนัมกัจะถูกแม่ดุเสมอ ถา้ไปนัง่ใตต้น้มะพร้าว（Sǔan） 
chǎn mákcàʔ thùuk mɛ̂ɛ dùʔ sà-mə̌ə thâa  pay nâŋ tây tônmá-phráao 












（137） เราเป็นคนจน เราถูกใครๆ เขาเหยยีบย  า่มามากพอแลว้（Khûu） 
rao  pen khoncon  rao  thùuk khray-khray-khǎo yìap-yâm maa 
私たち COPU 貧乏人  私たち  PAS     人たち     軽蔑する 来る 
mâak-phɔɔ lɛ́ɛo   
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（139） แลว้พ่ีชายก็ถูกตี（Sǔan） 
lɛ́ɛo  phîichaay kɔ̂ɔ thùuk tii 

















dèkyǐŋ phûu nán thùuk líaŋ  maa yàaŋ-dii  dûay 
女の子  CL  その  PAS  育てる 来る  良く  ～によって 
khwaam-thá-nú-thà-nɔ̌ɔm khɔ̌ɔŋ maandaa lɛ́ʔ yaay 

















（143） ฉนัไดรั้บอภิสิทธ์ิเสมอมา และถูกทนุถนอมเสมอมา（Sǔan） 
chǎn dâyráp ʔà-phísìt sà-mə̌ə-maa  lɛ́ʔ thùuk thá-nú-thà-nɔ̌ɔm sà-mə̌ə-maa 
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（145） พอถูกขานช่ืออยา่งถูกตอ้ง แววตาด า ยาวรี ก็มีประกายข้ึนอยา่งยินดี（Khûu） 
phɔɔ thùuk khǎan chɯ̂ɯ yàaŋ-thùuktɔ̂ŋ wɛɛo-taa dam yaaorii  kɔ̂ɔ  
～と  PAS  呼ぶ  名前    正確に    眼   黒い  細い ［強調］ 
mii-prà-kaay  khɯ̂n  yàaŋ-yindii 











































































（148） คุณบอกวา่เร่ืองท่ีฉนัคิดว่าไร้สาระก็ไม่เป็นไร แต่เร่ืองไร้สาระฉนัลืมไปหมดแลว้เสียดว้ย（Còtmǎay） 
khun bɔ̀ɔk wâa rɯ̂aŋ thîi chǎn khít wâa ráysǎaráʔ kɔ̂ɔ mây-penray 
あなた 言う COMP こと COMP 私  思う COMP  無意味  も   構わない 
tɛ̀ɛ   rɯ̂aŋ ráysǎaráʔ chǎn lɯɯm pay-mòt lɛ́ɛo  sǐa-dûay 
しかし こと  無意味   私  忘れる  全て  PERF ～てしまう 
（直訳）あなたは無意味なことでも構わないと言った。96しかし、私は無意味な 







                                                   
96 点線は筆者によるものであり、日本語の原書に現れる動詞に相当するタイ語の動詞を示す。 











     thəə dây-yin rɯ̂aŋ thîi  rao  phûut-kan rɯ̌ɯ-plào náʔ  















（152） ครูใหญ่พาโตะ๊โตะจงัไปดูนกัเรียนคนอ่ืนๆ รับประทานอาหารกลางวนั（Tótò） 
khruu-yày phaa  Tótò-caŋ  pay duu nák-rian khon ʔɯ̀nʔɯ̀n 
校長先生  連れる トットちゃん 行く 見る  学生   CL   ほか 
ràpprà-thaan ʔaahǎan-klaaŋwan  
      食べる      昼ご飯 
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（直訳）校長先生はトットちゃんを連れて、ほかの学生が昼ご飯を食べるのを見 






































mɔ̀m-râatcháwoŋ Kiirátìʔ dây chuan khâa-phácâao pay thîao-dəən duu 
王女     キラティ PERF  誘う    私     行く 歩き回る  見る 
kaan-lên tàaŋtàaŋ 













（155） วนัก่อนแกยงัถามถึงหนูเลยวา่ ท  าไมหมู่น้ีไม่ไปเรียนภาษาญ่ีปุ่ นกบัแกอีก（Khûu） 
wankɔ̀ɔn kɛɛ yaŋ thǎam thɯ̌ŋ nǔu  ləəy  wâa thammay mùu-níi 
先日   彼  まだ  聞く  まで あなた ［共起］ COMP どうして  最近 
mây pay  rian  phaasǎa-Yîipùn kàp kɛɛ ʔìik 
NEG  行く 勉強する   日本語     と  彼  もう 
（直訳）先日、彼はあなたについて聞いた。どうして最近、彼と日本語を勉強し 
に行かないのかと。 












（157） เด็กคนน้ีเป็นเดก็ดี ขยนัหมัน่เพียร ก็น่าหรอกท่ีพอ่แม่จะรักนกัรักหนา（Khûu） 
dèk khon níi  pen dèk dii khà-yǎn-mànphian kɔ̂ɔ-nâa-rɔ̀ɔk thîi 
子   CL  この COPU 子  よい    勤勉      さすがに  COMP 
phɔ̂ɔ-mɛ̂ɛ càʔ  ráknák-ráknǎa 
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（160） หลงัจากนั้นเขาก็ปลดระวางจากการเป็นนกักีฬาชมรม (อาจถูกให้ออกก็ได!้) สงสยัคงว่างมากข้ึน（Còtmǎay） 
     lǎŋcàak-nán khǎo kɔ̂ɔ  plòt-ráwaaŋ càak kaan pen nákkiilaa chomrom 
      それから   彼  [強調]  引退する  から こと COPU  選手    部活 
（ʔàat     thùuk hây ʔɔ̀ɔk kɔ̂ɔ-dây!） sǒŋsǎy  khoŋ wâaŋ mâak-khɯ̂n 
かもしれない  PAS  CAUS 退く  も   疑問に思う だろう  暇  より～になる 
（直訳）それから、彼は部活選手であることを引退した。（退かせられたかもし 










（162） โตะ๊โตะจงัถูกไล่ออกจากโรงเรียนเก่า ขณะเรียนอยูช่ั้นประถมหน่ึง（Tótò） 
Tótò-caŋ  thùuk lâyʔɔ̀ɔk càak rooŋrian kào khà-nàʔ rian  yùu  chán 
     トットちゃん PAS  追い出す から   学校   元   間   習う ～ている 学級 
     prà-thǒm-nɯ̀ŋ 






























（164） ฮิโระโกะรู้สึกเหมือนก าลงัโดนอิทสึกิแกลง้（Còtmǎay） 
Hírókòʔ rúusɯ̀k mɯ̌an  kamlaŋ doon ʔìtsɯ̀kìʔ klɛ̂ɛŋ 
博子  感じる ～ように ～ている PAS   樹   悪戯する 
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（165） そういえばあいつ確かに三年のはじめに交通事故に遭いました。（ラヴ） 
（166） เขาเคยโดนรถชนตอนเพ่ิงข้ึนชั้นม.3 จริง（Còtmǎay） 
khǎo khəəy doon rót chon  tɔɔn  phə̂ŋ  khɯ̂n chán mɔɔ-sǎam 
     彼  ［経験］ PAS  車 はねる とき ～たばかり 上がる 学級  中学三年 
ciŋ 
確かに 
     （直訳）中学三年に上がったばかりのとき、彼は確かに車にはねられた。 
（167） ママは、（この子は、いま何を考えてるのだろうか）と思った。（うすうす、 
退学のこと、気がついていたんだろうか……）（窓ぎわ） 
（168） แม่สงสยัวา่โตะ๊โตะจงัคิดอะไรอยู ่หรือแอบรู้เร่ืองถูกไล่ออกจากโรงเรียน（Tótò） 
mɛ̂ɛ   sǒŋsǎy  wâa  Tótò-caŋ  khít  ʔàray  yùu    rɯ̌ɯ 
ママ 疑問に思う COMP トットちゃん 考える  何  ～ている もしかしたら 
ʔɛ̀ɛp   rúu rɯ̂aŋ thùuk lâyʔɔ̀ɔk càak rooŋrian 
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4.5.3.2 タイ語の原書と日本語の翻訳書の組 











（169） ทุกคนในบริเวณลานกวา้งนัง่เงียบ จบัตาดูผูถู้กกระท าโทษดว้ยวิธีอนัแปลกประหลาด（Khûu） 
    thúukkhon nay bɔɔríween laankwâaŋ nâŋ ŋîap càptaaduu phûu thùuk 
      みんな   内   周囲    広場   座る 黙る  見つめる  者   PAS 
krà-thamthôot   dûay  wí-thii-kaan ʔan plɛ̀ɛk-pràlàat 
      処罰する   ～によって   方法   COMP  風変わり 
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慶珠 2001、林 2004、坂本 2005、魏 2010b など）である。 
 上記の先行研究のタスクを通して得られた結果を見ると、次のようなことが分かる。日
本語母語話者は、漫画の主人公に視座を固定して、その視座から描写しており、「統一視座」
の傾向を示している。一方、日本語学習者は、視座を固定した結果（林 2004、魏 2010 b）
も報告されているが、多くの場合、漫画の主人公以外の登場人物にも視座を移動させてい








































 図 9 10コマ漫画（「田中と鈴木」編）   
 
 
                                                   
97 予備調査に用いた小テストは、タイ人日本語学習者を対象に、必要とされる日本語の視点表現の基本的 
  な知識を図るために作成した。受動表現と授受表現のみならず、移動表現、主観表現、感情表現とい 




の平均値は 18.41であり、全員 75％に達している。 






























                                                   
98 巻末の参考資料 I を参照する。 
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構文的手がかりなし 2 4 
 
まず「主人公のみ」、すなわち、田中に視座を固定した場合から述べると、日本語母語話
















                                                   
99 日本語母語話者とタイ人日本語学習者による用例は、そのまま転記した。 













    と写真をとりました。田中さんの友達は自分のカメラで田中さんの写真をとっ 
    てあけました101【鈴木】。それで、二人はとうきょうターワーに行きました。友 
    達はとうきょうターワーと写真をとりたいです。そして、田中さんは友達に写 
    真をとってあけました【田中】。でも、田中さんは友だちにカメラをもどす時に、 
    カメラをおとしました。［友］達はとてもおこりました。田中さんは友だちにあ 










                                                   
100 ［ ］は画数が足りなかったなど、漢字で表せない書き間違いを示す。 
101 市川（1997：182）は、「あげる」は発音上、または表記上「あける」となりやすいと指摘している。 
  ラルアイソング（2014）では、視点表現の構文を中心に分析するため、表記ミスとして認めながら有 
効データとして扱うことにした。 






























































                                                   
102 巻末の参考資料 II を参照する。 

























リサーチ・クエスチョン I  ：視座を意識することで、日本語母語話者とタイ人日本語学 
習者は、談話の流れ全体を通して、どのように視点表現を 
使用するか。 






























                                                   
103 Japanese Native Speaker(s)の一部の頭文字をとったものである。 
104 Thai Learner(s) of Japanese の一部の頭文字をとったものである。 




























                                                   
106 サウェットアイヤラム（2008：199）によれば、タイ語からの正の転移として、タイ人日本語学習者は 






















通して視座の置き方を分析する。描写タスクの具体的な手順に関して、NS と TL の共通の
ものは、次の通りである。 
                                                                                                                                                     
被害性を感じる場面では問題なく受動表現が使用できると述べている。 
107 横田（2008、2009）は、視点と視点表現に注目して、日本語の初級教科書に用いられているイラスト 














   分の過去の体験について一連のストーリーとして書いてください」という指示を 
   与えて、日本語でストーリー文を書かせた。ただし、なるべく「です・ます体」 
   で書かせることを前提とした。なぜなら、「です・ます体」で書かせることで、文 
   の完成度が高まり、述語に現れる視点表現が分析できるからである。筆記の時間 
















                                                   
108 巻末の参考資料 II を参照する。 
109 「使える言葉リスト」の日本語の動詞は五十音順に掲載した。「謝る」「言う」「怒る」「落ちる」「落と 
す」など、合計 18個である。巻末の参考資料 III を参照されたい。 




























                                                   
110 市川（1997：182）を参照する。 
111 丸数字は、漫画のコマ番号を示す。ストーリー文の分析に関する記述にも使用する。 










































表 23は、NS40名と TL40名の視座を比較した結果である。 
  



































                                   単位：名 
 
 「統一視座」は表 23 で示すように「自分のみ」の場合と、「自分以外の人物のみ」の場
合に分けることができる。まず、「自分のみ」に視座を置いた NS は 40 名であり、NS の
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 これに対し、「複数視座」を見ると、「自分とそれ以外の人物」の場合がある。TL では 40
名中 9 名（22.50％）が見られた。つまり、この 9 名の TL は、談話の流れにおいて自分の
みに視座を置かず、「花子」にも移動させていた。最後に、「視座の不明示」は、受動表現
や授受表現などの視点表現が観察されなかったため、視座の位置を判断する構文的手がか
りがなかった。この場合に関して、TL は 3名（7.50％）である。 
以上、視座の置き方のパターンに分けて、NS と TL に見られる傾向を見ると、40名の NS
および、28名の TL では「統一視座」の傾向が示されている。その一方で、10名の TL では
「複数視座」の傾向が示されている。さらに、3名の TL は視点表現を使用せず、「視座不明
示」のストーリー文を描写しているということが分かった。 
それでは、談話における NS と TL の視座の置き方は、具体的にどのようになっているだ






図 11 談話における視点表現の使用 
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半のみのように、部分的にしか視点表現を用いていない場合があったからである。談話全
体を通して視点表現を使用した NS は 33 名おり、82.50％に達している。その一方で、TL
は 18 名おり、45.00％を占めている。しかしながら、部分的に視点表現を使用した調査参
加者の場合、NS は 7名（前半のみは 6名、後半のみは 1名）おり、17.50％になっている。




談話全体を通して視点表現を使用した NS は約 8 割であるのに対して、TL は 5 割未満であ
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調査参加者に自分自身の体験した出来事を描写するように設定した。NS と TL のストーリ
ー文を分析した結果、40 名の NS は自分に視座を固定て描写する「統一視座」の傾向が見
られた（100.00％）。他方、TL は 28 名のみ「統一視座」の傾向を示しており（70.00％）、
NS に比べて「統一視座」を行った TL は少ないことが分かった。つまり、約 7割の TL は「統
一視座」を行っていたが、残りの 3割は NS と異なる視座の置き方である。 
まず、NS によるストーリー文から述べる。本調査では、NS 全員（40名）が「統一視座」















① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 






















① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 




























① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 





























① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 
自分 - - - - - - - 
 



























いて描写した TL は 28名であった。つまり、7割の TL は「統一視座」の傾向を示している。









                                                   
112 パーセントの計算は筆者による。 
113 NS にも同じ指示を与えて、調査を実施した。 




























① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

































① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 
- 自分 - 自分 - 自分 - - 
 
 




























① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 
自分 自分 自分 - - 自分 - - 
 
 




























                                                   
114 調査参加者の漢字の書き間違いは、そのまま転記した。 






① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 





























① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 
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TL32の視座の置き方のまとめ： 
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 




























第 5章 日本語母語話者とタイ人日本語学習者のストーリー・テリング文に見られる視座の置き方 
 171 

















① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 
































① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 




































① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 
自分 自分 花子 自分 - - - - 
 
 






























① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 
- - 花子 - - 自分 - - 



















































① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 




























































の場合は NS には見られず、TL のみ見られる視座の置き方であった。 
 
5.5.2 タイ語のストーリー文の視座の置き方 
 前節で示したように、「統一視座」を行った NS と対照的に、TL は「複数視座」および「視
座不明示」を行っている。日本語学習者による日本語での描写方法は、その日本語学習者
























































のみ」に視座を置いた TL は 5 名（12.50％）に減少した。言い換えると、タイ語で描写す
る際に、TL は自分自身の視座から描写しなくなっている。 
また、日本語のストーリー文では観察されなかったものとして「自分以外の人物のみ」、
つまり、相手である「花子」のみに視座を置いた TL は 4名（10.00％）いた。本調査では、
調査参加者自身が漫画の主人公であるという設定があった。そのため、日本語の描写方法
を中心に考えると、話し手自身が出来事に関与している場合は、相手のみに視座を置いて
                                                   
115 タイ語で筆記した TL の結果と比較できるように「日本語で筆記した TL」の結果は、表 23で示した  
  ものを再掲した。 
116 表 24の新しい情報として、「タイ語で筆記した TL」は太字で示す。 






















ンとしては「自分のみ」の「統一視座」（28 名）である。しかしながら、上記の TL による
タイ語のストーリー文を分析した結果から、最も多く観察されたのは「複数視座」（31 名）
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図 12 TL によるタイ語のストーリー文における視座の比較 
 
図 12 は、タイ語のストーリー文を通して TL が「自分」および「花子」という登場人物
にいかに視座を置いているかを示したものである。「自分」というのは TL 自身、つまり、
談話の主人公のことであり、ストーリー文において「ฉนั」/chǎn/（私）や、「ผม」/phǒm/（僕）








かである。タイ語のストーリー文を調べると、前半のみに視点表現を用いた TL は 22 名で
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nay wanyùt chǎn lɛ́ʔ Haanaakòʔ dây pay thîao kan thîi 
sǔan-sǎa-thaará-náʔ thîi sǔan-sǎa-thaará-náʔ mii wiu-thiu-thát  thîi 













lǎŋcàak-thîi chǎn thàay rûup sèt lɛ́ɛo Haanaakòʔ kɔ̂ɔ khɔ̌ɔ-hây  






chǎn ləəy thàay rûup hây kàp Haanaakòʔ 
（直訳）だから、私は花子に写真を撮ってあげた【私】。 
⑤ 
แต่ในขณะท่ีฉนัก าลงัจะคืนกลอ้งให้เธอ ฉนักลบัเผลอท ากลอ้งตก 
tɛ̀ɛ nay khà-nàʔ thîi chǎn kamlaŋ càʔ khɯɯn klɔ̂ŋ hây thəə  
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chǎn phá-yaa-yaam khɔ̌ɔ-thôot Haanaakòʔ lǎaykhráŋ lɛ́ʔ ʔaasǎa 










 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 
日本語 自分 自分 自分 - - 自分 - - 

















 （202）（省略）ท่ีสวนสาธารณะมีวิวทิวทศัน์ท่ีสวยมาก ฉนัก็เลยขอให้ฮานาโกะช่วยถ่ายรูปให้ 
thîi sǔan-sǎa-thaará-náʔ mii wiu-thiu-thát thîi  sǔay  mâak chǎn kɔ̂ɔ-ləəy 
で     公園     ある    景色   COMP きれい とても  私  だから 
khɔ̌ɔ-hây Haanaakòʔ chûay thàay rûup  hây 
BEN     花子   助ける  撮る  写真 あげる 
（直訳）公園では、景色がとてもきれいだった。だから、私は花子に写真を撮っ 










Haanaakòʔ dây thàay rûup hây chǎn nay ʔaa-kàpkìríyaa tàaŋtàaŋ 
















lǎŋcàak-thîi chǎn thàay rûup  sèt  lɛ́ɛo Haanaakòʔ kɔ̂ɔ  khɔ̌ɔ-hây chǎn 
～た後    私  撮る  写真 終わる PERF   花子  ［強調］  BEN    私 
thàay rûup hây  bâaŋ 

















สปัดาห์ท่ีแลว้ ฉนักบัฮะนะโกะไปเท่ียวสวนสาธารณะดว้ยกนั แลว้ฉนัก็บอกกบัฮะนะโกะวา่ “ฮะนะโกะ 
ถ่ายรูปเราให้หน่อยสิ” 
sàpdaa-thîilɛ́ɛo chǎn kàp Hánákòʔ pay thîao sǔan-sǎa-thaará-náʔ 
dûaykan lɛ́ɛo chǎn kɔ̂ɔ bɔ̀ɔk kàp Hánákòʔ wâa “Hánákòʔ 
thàay rûup rao hây nɔ̀y sìʔ” 
（直訳）先週、私は花子と一緒に公園へ遊びに行った。 
＊そして、私は花子に「花子、ちょっと私の写真を撮ってあ 







càak-nán Hánákòʔ kɔ̂ɔ yìp klɔ̂ŋ khɯ̂n maa thàay rûup hây  
chǎn 
（直訳）＊それから、花子はカメラをとってきて、私に写真を撮って 
    あげた【花子】。 
（意訳）それから、花子はカメラを手にとって写真を撮ってくれた。 
③ 
หลงัจากถ่ายรูปฉนัเสร็จแลว้ ฮะนะโกะก็บอกกบัฉนัวา่ “มานะ ฉนัก็อยากได［้รู้］117เหมือนกนั 
ถ่ายรูปให้ฉนับา้งสิ” ฉนัรับกลอ้งจากฮะนะโกะ 
lǎŋcàak thàay rûup chǎn sèt lɛ́ɛo Hánákòʔ kɔ̂ɔ bɔ̀ɔk kàp  
chǎn wâa “Maanáʔ chǎn kɔ̂ɔ yàak-dây ［rúu］ mɯ̌ankan thàay 
rûup hây chǎn bâaŋ sîʔ” chǎn ráp klɔ̂ŋ càak Hánákòʔ 
（直訳）＊私の写真を撮り終わった後、花子は私に「マナ、私も同じ 







lɛ́ɛo-kɔ̂ɔ thàay rûup Hánákòʔ 
（直訳）そして、花子の写真を撮った。 
⑤ 
หลงัจากนั้น ระหวา่งยืน่กลอ้งคืนฮะนะโกะ กลอ้งก็หลุดมือตกลงพ้ืนจนพงั 
lǎŋcàak-nán ráwàaŋ yɯ̂ɯn klɔ̂ŋ khɯɯn Hánákòʔ klɔ̂ŋ kɔ̂ɔ lùt 
mɯɯ tòk loŋ phɯ́ɯn con phaŋ 
                                                   
117 「รู้」/rúu/（知る）は「รูป」/rûup/（写真）の表記ミスとして判断した。 






Hánákòʔ tòkcay lɛ́ʔ kròot mâak lɛ́ʔ tɔ̀ɔ-wâa chǎn 
（直訳）花子はびっくりして、とても怒って、私を責めた。 
⑦ 
ฉนัพยายามออ้นวอนฮะนะโกะ “ขอโทษนะ ฮะนะโกะ เด๋ียวเราจะซ่อมให้ ไดโ้ปรดอภยัให้เราดว้ยนะ 
chǎn phá-yaa-yaam ʔɔ̂ɔnwɔɔn Hánákòʔ “khɔ̌ɔ-thôot náʔ Hánákòʔ 








tɛ̀ɛ mâywâa càʔ phûut khɔ̌ɔ-rɔ́ɔŋ kìi-khráŋ Hánákòʔ kɔ̂ɔ mây 
yɔɔm yókthôot hây 
（直訳）＊しかし、何度も言ってお願いしても、花子は許してあげよ 




 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 
日本語  自分 自分     自分 












 （209）จากนั้น ฮะนะโกะกห็ยบิกลอ้งข้ึนมาถ่ายรูปให้ฉนั 
càak-nán Hánákòʔ kɔ̂ɔ  yìp  klɔ̂ŋ  khɯ̂n maa thàay rûup hây chǎn 
それから   花子  ［強調］ 取る カメラ 上げる  来る 撮る  写真  BEN  私 
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 （211）หลงัจากถ่ายรูปฉนัเสร็จแลว้ ฮะนะโกะก็บอกกบัฉนัวา่ “มานะ ฉนัก็อยากได［้รู้］เหมือนกนั ถ่ายรูปให้ฉนับา้งสิ” 
ฉนัรับกลอ้งจากฮะนะโกะ 
lǎŋcàak thàay rûup chǎn sèt  lɛ́ɛo Hánákòʔ kɔ̂ɔ  bɔ̀ɔk kàp chǎn wâa 
～た後  撮る  写真  私 終わる PERF  花子  ［強調］ 言う  と  私 COMP 
“Maanáʔ chǎn kɔ̂ɔ yàak-dây ［rúu］ mɯ̌ankan thàay rûup hây chǎn 
  マナ   私   も  ほしい   写真   同じく  撮る  写真 BEN  私 
bâaŋ  sîʔ” chǎn  ráp   klɔ̂ŋ  càak Hánákòʔ 
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5.5.2.2 日本語に見られる複数視座との比較 
 前節では、日本語のストーリー文において「統一視座」で描写した TL を取り上げた。し














mɯ̂a-waan chǎn pay sǔan-sǎa-thaará-náʔ khɔ̌ɔŋ máhǎalay kàp 
Haanaakòʔ-saŋ maa lɛ́ɛo-kɔ̂ɔ khɔ̌ɔ-hây Haanaakòʔ-saŋ thàay rûup 










lɛ́ɛo Haanaakòʔ kɔ̂ɔ bɔ̀ɔk wâa yàak thàay bâaŋ 
（直訳）そして、花子も撮りたいと言った。 
④ ฉนักถ่็ายให้เธอ 
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chǎn kɔ̂ɔ thàay hây thəə 
（直訳）私は彼女に撮ってあげた【私】。 
⑤ 
พอถ่ายเสร็จ ตอนจะคืนกลอ้ง กลอ้งดนัตก 





Haanaakòʔ-saŋ kròot ［maa］ chǎn khɔ̌ɔ-thôot kìi-thii-kìi-thii kɔ̂ɔ 














 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 
日本語 - 花子 - 自分 - - - - 




                                                   
118 「มา」/maa/（来る）は「มาก」/mâak/（とても）の表記ミスとして判断した。 









     Haanaakòʔ-saŋ kɔ̂ɔ yindii thàay rûup hây 


























chǎn  kɔ̂ɔ  thàay hây thəə 
      私 ［強調］ 撮る  BEN  彼女 











วนัน้ีไปดูดอกไมก้บัฮานาโกะ ตน้ซากุระก าลงัออกดอกเรียงรายสวยงาม จนอยากเก็บภาพไวเ้ป็นท่ีระลึก 
wanníi pay duu dɔ̀ɔkmáay kàp Haanaakòʔ tɔ̂n-Saakùráʔ kamlaŋ 






tɛ̀ɛ nɯ̂aŋcàak mây-dây ʔao klɔ̂ŋ maa cɯŋ khɔ̌ɔ-hây Haanaakòʔ 




พอฮานาโกะถ่ายรูปเสร็จ เธอบอกวา่อยากไดรู้ปบา้ง จึงขอให้ฉนัถ่ายรูปให้ 
phɔɔ Haanaakòʔ thàay rûup sèt thəə bɔ̀ɔk wâa yàak-dây rûup 
bâaŋ cɯŋ khɔ̌ɔ-hây chǎn thàay rûup hây 







ฮานาโกะไม่รู้จะท าท่าอะไร ฉนัจึงแนะน าให้ชูสองน้ิว จากนั้นจึงกดปุ่ มถ่ายรูป  
Haanaakòʔ mây rúu càʔ tham-thâa ʔàray chǎn cɯŋ nɛ́-nam 







แต่ตอนท่ีจะคืนกลอ้งนั้นเอง มือของเราคลาดกนั ท าใหก้ลอ้งตกพ้ืนและแตกกระจาย 
tɛ̀ɛ tɔɔn thîi càʔ khɯɯn klɔ̂ŋ nán-ʔɛɛŋ mɯɯ khɔ̌ɔŋ rao 











chǎn ʔaasǎa thîi càʔ sɔ̂m hây tɛ̀ɛ thəə kròot mâak 
（直訳）私は直してあげることを引き受けた。しかし、彼女はとても
怒った。 
⑧ แลว้ฮานาโกะก็น่ิงเงียบไม่พดูอะไรกบัฉนัอีกเลย ฉนัจะท าอยา่งไรดี 
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lɛ́ɛo Haanaakòʔ kɔ̂ɔ nîŋ-ŋîap mây phûut ʔàray kàp chǎn 





 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 
日本語 自分 花子 花子 自分 - - - 自分 










tɛ̀ɛ  nɯ̂aŋcàak mây-dây ʔao  klɔ̂ŋ  maa cɯŋ khɔ̌ɔ-hây Haanaakòʔ 
しかし  ～から   NEG-PAST 持つ カメラ 来る だから  BEN    花子 
cháy klɔ̂ŋ khɔ̌ɔŋ thəə thàay rûup  hây 
使う カメラ の   彼女  撮る  写真 あげる 
（直訳）しかし、カメラを持ってこなかったから、花子に彼女のカメラを使って 












 （221）พอฮานาโกะถ่ายรูปเสร็จ เธอบอกวา่อยากไดรู้ปบา้ง จึงขอให้ฉนัถ่ายรูปให้ 
phɔɔ Haanaakòʔ thàay rûup  sèt  thəə bɔ̀ɔk wâa yàak-dây rûup bâaŋ 
～と   花子    撮る  写真 終わる 彼女 言う COMP  ほしい  写真  も 
cɯŋ  khɔ̌ɔ-hây chǎn thàay rûup  hây 
だから  BEN    私  撮る  写真 あげる 
（直訳）花子は写真を撮ると、彼女も写真がほしいと言った。＊だから、私に写 


























chǎn kàp Haanaakòʔ pay thîao  thîi sǔan-sǎa-thaará-náʔ hɛ̀ŋnɯ̀ŋ 
thiu-thát nay sǔan nán sǔayŋaam mâak chǎn ləəy chuan 







chǎn dəən hǎa thîi thîi banyaa-kàat dooyrɔ̂ɔp duu sǔayŋaam 
mâak thîisùt lɛ́ʔ phóot thâa lǎay thâa mâakmaay dooy cháy 






phɔɔ thàay dây lǎay-rûup lɛ́ɛo Haanaakòʔ cɯŋ khɔ̌ɔ-hây chǎn 





Haanaakòʔ phóot thâa nâarák hây duu khâo kàp banyaa-kàat 
thîi sǔayŋaam nay sǔan nán phûak-rao sà-nùk kan mâak 
（直訳）その庭のきれいな雰囲気に合わせて、花子はかわいいポーズ 
をとった。私達はとても楽しかった。 




tɛ̀ɛ-lɛ́ɛo chǎn kɔ̂ɔ phlə̌ə tham klɔ̂ŋ khɔ́ɔŋ Haanaakòʔ lòn lɛ́ʔ 














tɛ̀ɛ mây-wâa-yaŋŋay Haanaakòʔ kɔ̂ɔ mây yókthôot lɛ́ʔ mây 




 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 
日本語 - - 花子 - - 自分 - - 














phɔɔ thàay dây lǎay-rûup lɛ́ɛo Haanaakòʔ cɯŋ  khɔ̌ɔ-hây chǎn chûay 
～と  撮る PERF  何枚も  PERF   花子   だから   BEN   私  助ける 
thàay hây  thəə bâaŋ 



























ー文において「視座不明示」となった TL は 3名であった。しかし、タイ語のストーリー文





เม่ือเดือนท่ีแลว้ไปเท่ียวญ่ีปุ่ น เพ่ือนชาวญ่ีปุ่ นช่ือฮานะโกะมาขอถ่ายรูปฉนั 
mɯ̂a dɯan-thîilɛ́ɛo pay thîao Yîipùn phɯ̂an chaao-Yîipùn 









Haanákòʔ thàay rûup hây chǎn lǎay rûup lɛ́ɛo khɔ̌ɔ-hây chǎn  






ฮานะโกะยิม้แยม้ไป ท าท่าทางถ่ายรูปไปอยา่งสนุกสนาน ฉนัก็รู้สึกสนุกดว้ยเหมือนกนั 
Haanákòʔ yímyɛ́ɛm pay tham-thâa-thaaŋ thàay rûup pay 
yàaŋ-sà-nùk-sà-nǎan chǎn kɔ̂ɔ rúusɯ̀k sà-nùk dûay mɯ̌ankan 
（直訳）花子は微笑んだり、写真のためのポーズを楽しくとったりし
た。私も楽しく感じていた。 
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⑤ 
แต่ระหวา่งนั้น ฉนัท ากลอ้งถ่ายรูปของฮานะโกะตกพ้ืน และเม่ือส ารวจดูก็พบวา่มนัพงัเสียแลว้ 
tɛ̀ɛ ráwàaŋ-nân chǎn tham klɔ̂ŋ-thàayrûup khɔ̌ɔŋ Haanákòʔ tòk 







ฮานะโกะโกรธฉนัมาก และต่อวา่ฉนั แมว้า่ฉนัจะพดูวา่ขอโทษเท่าไร เธอก็ยงัไม่หายโกรธ 
Haanákòʔ kròot chǎn mâak lɛ́ʔ tɔ̀ɔ-wâa chǎn mɛ́ɛwâa chǎn 






chǎn bɔ̀ɔk kàp Haanákòʔ wâa càʔ sɔ̂m klɔ̂ŋ hây 
（直訳）私は花子にカメラを直してあげると言った。 
⑧ 
แต่ไม่วา่จะท าอยา่งไร เธอก็ไม่ยอมยกโทษให้ฉนั 







 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 
日本語 - - - - - - - - 
タイ語 - - 花子 - - - - - 









 （227）ฮานะโกะถ่ายรูปให้ฉนัหลายรูป แลว้ขอให้ฉนัถ่ายรูปให้เขาบา้ง 
Haanákòʔ thàay rûup hây chǎn  lǎay  rûup lɛ́ɛo  khɔ̌ɔ-hây chǎn thàay 
花子   撮る  写真  BEN  私  たくさん  CL そして   BEN   私  撮る 
rûup hây khǎo bâaŋ 
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5.5.3 日本語のストーリー文に見られる視点表現の使用状況 
 ここまで、NS と TL の日本語のストーリー文、また、TL のタイ語のストーリー文におけ
る視座の置き方について述べた。そして、談話全体を通して、視座の置き方を分析した結
果、調査参加者によって、視点表現を多用した出来事もあれば、視点表現を使用しない出
来事もあるということが分かった。NS と TL の視座の置き方をさらに考察するためには、
両者はどのような出来事に視点表現を使用するか、使用しないかを分析することが必要で
ある。まず、図 13で示すように、コマごとに分けて、NS と TL による視点表現を見よう。 
 
 
図 13 日本語のストーリー文における視点表現の使用の比較 
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5.5.3.1 受動表現の分析 
 調査参加者の受動表現の使用状況を比べるために、NS40名と TL 40名によるストーリー




表 25 受動表現の比較 
エピソード 表現119 NS TL 
写真撮影 
（①～④） 
撮られる 1 1 
頼まれる 6 0 
依頼される 1 0 
お願いされる 1 0 
聞かれる 1 0 
言われる 7 1 








怒られる 9 3 
責められる 2 0 
叱られる 0 6 
（「バカ｣と）言われる 0 1 
向かれる 1 0 













                                                   
119 漫画のストーリーの流れにそって現れた大まかな順番に、表現を示す。 
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 表 25 を見ると、漫画のストーリー前半の「写真撮影」エピソードでは、NS は受動表現
を 18 例使用しており、用例数は 90％に達していることが分かる。これに対して、TL は受
動表現を 2例使用しており、用例数は 10％になっている。この結果から、「写真撮影」エピ
ソードにおいて、NS は TL より圧倒的に受動表現を使用していると言えよう。以下のよう
に NS のストーリー文を示す。 
 
 
図 14 「写真撮影」エピソード（8コマ漫画の①～④）120 
 
 （228） 「はいちーず！！」って言われたので【私】、ポーズをとりました。（NS7/②） 
 （229） すると、花子さんから自分も写真を撮ってほしいと言われました【私】。（NS19/ 
③） 









ほかにも、「撮られる」（1 例）、「依頼される」（1 例）、「聞かれる」（1 例）という受動表現
がある。いずれも、NS は主人公として、自分に視座を置いて出来事を捉えていることが観
察された。換言すると、受動表現を使用することによって、NS は自分に出来事を関係づけ
                                                   
120 図 14は、図 10の一部からとったものであるが、具体的にはどのような出来事となっているかが分か 
  るように部分的に再掲した。 



























も TL も同じように受動表現を 12例用いており、それぞれの用例数は 50％を占めている。
すなわち、被害性が明確な「カメラ破損」エピソードでは、NS と TL の受動表現の用例数
には差が見られない。まず、NS のストーリー文を参照されたい。 
                                                   
121 下線は筆者による。 
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 （236） 私は花子さんに怒られた【私】。新しいカメラだったようです。（NS5/⑥） 
 （237） 私は花子にとても怒られました【私】。（NS24/⑥） 
 （238） 花子にめっちゃおこられてしまいました【私】。（NS36/⑥） 
  （239） しかし「たかかったのに！！弁償してよ！！」とせめられてしまいました【私】。 
      私は申し訳なくて謝罪しました。（NS7/⑧） 
（240） それを激しく責められたので【私】、私が修理すると言ったのですが、（NS11/ 
⑥～⑦） 



















「カメラ破損」エピソードでは NS は「怒られる」を最も多用しているのに対し、TL は
「叱られる」（6例）を最も多用している。それが用いられたストーリー文は（242）～（245）
で示す。次に、（245）と（246）のように TL は「怒られる」（3例）を用いている。「カメラ
破損」エピソードの場合、NS と TL の共通した表現は「怒られる」のみである。ほかに（247）








以上、NS と TL のストーリー文に見られる受動表現について記述した。そこで談話の流
れ全体を通して、両者の受動表現の使用に相違点が観察された。以下のようにまとめる。 
まず、「写真撮影」エピソードでは、NS の受動表現の用例数は 18例（90％）である一方、













現の用例数は 12例（50％）であり、TL の受動表現の用例数も同様に 12例（50％）となっ
ている。表現別として NS の場合は「怒られる」が最も多かったが、TL の場合は「叱られ


















と TL 40名によるストーリー文を分析した結果、NS のストーリー文では 76例、TL のスト
ーリー文では 59 例の授受表現が観察された。表 26 は、エピソード別および表現別に分類
した授受表現をまとめたものである。 
 
表 26 授受表現の比較 
エピソード 表現 NS TL 
写真撮影 
（①～④） 
撮ってくれる 14 21 
撮ってもらう 17 10 
受け入れてくれる 1 0 
見せてくれる 0 1 
出してくれる 0 1 
返してもらう 1 0 








許してくれない 22 6 
許してもらえない 1 0 
許してくれる 0 1 
口をきいてくれない 3 0 
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エピソード 表現 NS TL 
（話を）聞いてくれない 2 2 













表 26 で示すように漫画のストーリー前半の「写真撮影」エピソードにおいて、NS は授









 （250） そして、花子も桜の木の前でピースをして、私が写真を撮ってあげました【私】。 
（NS37/④） 
（251） 花子さんは桜と私の写真を撮ってくれました【私】。（NS18/②） 
 （252） 女の人はそれを快く受け入れてくれました【私】。（NS25/②） 




































関して考察を進める。NS は授受表現を 28 例用いており、用例数は 73.68％に達している。
これに対して、TL は授受表現を 10例用いており、用例数は 26.32％になっている。すなわ
ち、「カメラ破損」エピソードでは、NS は TL より約 3 倍に授受表現を多用している。NS
のストーリー文を次のように示す。 
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122 図 15は、図 10の一部からとったものであるが、具体的にはどのような出来事となっているかが分か 
  るように部分的に再掲した。 




      らきをつけると言いました。今まで花子ちゃんのゆるすのを待っています。 
（TL31/⑧） 
（268） 花子さんが許してくれましたが【私】、まだきげんがわるくて、早く帰ってし   
















ここまで、8 コマ漫画について描写したストーリー文を取り上げながら、NS と TL の授
受表現を見てきた。談話の流れ全体を通して分析すると、受動表現の使用と同じように、
NS と TL の授受表現の使用に相違点があることが分かった。 
最初の「写真撮影」エピソードでは、NS の授受表現の用例数は 48例（48.98％）である




授受表現が 28例（73.68%）見られたが、TL のストーリー文では 10例（26.32%）見られた。
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次のような 2 点を挙げることができる。第一に、TL は授受表現の構文を学習したにもかか
わらず、感謝の気持ちを表すための「～てくれる」表現が使用できる一方、期待にそぐわ
ない場合、または不満の気持ちを表すための「～てくれない」表現の用法を理解していな
















いる。用例の下にある（→ ）は、Sawetaiyaram による訂正である。 
 
 （278） お母さんが ケーキを 食べたら 美味しいと 私を 褒めました 
 （→私を褒めてくれた）124 （Sawetaiyaram 2010：38） 
（279） お母さんが え～ これは このケーキが 美味しいわ と 言ったが 私は 































である（大塚 1995 など）。本調査の結果を見ると、NS 全員（100％）は「統一視座」の傾
向を著しく示した。また、ストーリー文を詳しく分析すると、談話全体を通して視点表現
を用いた NS は 33名（82.50％）いたことが分かった。したがって、談話の最初から最後ま
で、話し手は出来事とどのようにかかわっているかが明確になっている。ただし、部分的




TL の 7 割は、NS と同じような視座の置き方の傾向を示した。にもかかわらず、ストーリ
ー文を分析した結果、理解しやすい談話として、全体を通して視点表現を用いた TL は 18
名（45.50％）おり、5割未満となっている。他方、部分的に視点表現を用いた TL は 19名
（47.50％）であった。 
 




























                                                   
125 TL では「言われる」という受動表現が 1例観察されたが、「彼女は花子と言われます」として描写さ 
  れている。前述したが、名前や呼び方を表すのに、「と言われる」ではなく、「…という」を使用する 
（グループ・ジャマシイ 1998：19）。そのため、本調査では、TL の「彼女は花子と言われます」に観 
察された「言われる」を不自然な表現として見なした。  


























 一方、TL の 7割は「統一視座」の傾向を示している。先行研究（田代 1995、サウェット




分析した結果、部分的に視点表現を使用した TL は 19 名おり、約 5 割を占めていることが













識しているものの、自分自身に出来事を関連づけていない TL が観察された。その TL のス
トーリー文を簡略化して示すと、「花子さんは私にしゃしんをおねがいしました → 私も
しゃしんをとりました → 私は花子のカメラをおとした → 花子は私をしかりました 
































本章では、一連のある談話において NS と TL の視座の置き方を探るために、描写タスク
を実施した。そこで、NS と TL によるストーリー文に見られる視点表現を分析しながら、





リサーチ・クエスチョン I  ：視座を意識することで、日本語母語話者とタイ人日本語学習 
者は、談話の流れ全体を通して、どのように視点表現を使用 
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一視座」を行っているということが報告されている。それに比べて、本研究では、TL の「統


























一方、28 名の TL（70.00%）では、NS と同じように「統一視座」の傾向が見られたが、
部分的にのみ視点表現を使用した TL は 19 名もいた。言い換えると、出来事について描写
する際に TL は受動表現や授受表現を使用せず、動作主の動きだけを叙述する傾向が強い。
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た。そのための研究方法として、翻訳書のある小説・エッセイの分析および、NS と TL に
よるストーリー文の分析を通して、受動表現や授受表現などの視点表現を考察した。本節
では、第 1 章で設定した 3 つの課題を再度取り上げ、本研究の分析で分かった両言語の視
座の置き方を総括する。 
 
課題 I ：日本語とタイ語の視点表現は、どのように視座の置き方とかかわっているかを 
探る。 
































































たが、そのタイ語の翻訳書『แลว้ฉนัจะกลบัมา』/Lɛ́ɛo Chǎn Càʔ Klàp Maa/では 24例しか現れて









































を行った 7割の TL の半分は談話全体ではなく、部分的に視点表現を使用している。それに
よって、話し手と出来事とのかかわりが希薄になったストーリー文も見られた。また、残


































                                                   
126 坂本（2005）では「視座の不統一」という呼び方がされている。 




















































れたものとして、話し言葉では 758 例のうち 166 例が「言われる」という受動表現である




                                                   






































130 被害が含まれる出来事の場合、NS のストーリー文では見られなかったが、TL のストーリー文では 
「（『バカ』と）言われる」という受動表現が 1例見られた。 


























































                                                   








































参考資料 I 予備調査の描写タスク用紙 
                                         
 
タスク 













    この出来事を知らない、他の友達に伝えるつもりで、一連のストーリーとして書いてください。 
文章の長さは自由ですが、できる限りもれなく①～⑩の出来事を書いてください。 
 
                                          
                                          
                                          
                                          
                                          
                                          
                                          
                                          
                                          
                                          
参考資料 
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参考資料 II 本調査の描写タスク用紙 
                                         
 
（I）次の漫画のストーリーの流れ（①～⑧）を確認してください。 
      自分が左側の人    になったつもりで、見てください。 
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参考資料 III 使える言葉リスト（TL 用） 













นกัศึกษาสามารถน าค  าศพัทด์า้นล่างน้ีไปใชเ้ขียนบรรยาย หรือไม่ใชก้็ได ้ (ไม่บังคบั) 
***   ค าศพัทด์า้นล่างเรียงตามล าดบัในพจนานุกรม ไม่ได้เรียงตามล าดบัการใชบ้รรยาย 
***   สามารถเลือกเขียนดว้ยตวัอกัษรฮิระงะนะ หรือคนัจิกไ็ด้ 
***   ค าศพัทด์า้นล่างเป็นเพียงส่วนหน่ึง นกัศึกษาสามารถเลอืกใช้ค าศัพท์อืน่ๆ นอกเหนือจากน้ีไดอ้ยา่งอิสระ 
 
あやまる        言
い





ちる         落
お





す          こわす         こわれる 
しゅうりする     （手
て
が）すべる      頼
たの





を）とる     直
なお
す          べんしょうする 
持
も
つ          許
ゆる















































    （2006）「日本語と日本語らしさ―外からの視点・内からの視点―」『昭和女子大 
学大学院言語教育・コミュニケーション研究』1集、pp.1-15 
    （2008）「〈主観的把握〉―認知言語学から見た日本語話者の一側面」『昭和女子大
学大学院言語教育・コミュニケーション研究』3集、pp.1-6 
























    （2010b）「事態描写における台湾人日本語学習者と日本語母語話者の視点の比較 






























    （2004）『統語構造を中心とする日本語とタイ語の対照研究』ひつじ書房 
角田太作（2009）『世界の言語と日本語 改訂版 言語類型論から見た日本語』くろしお出
版 
寺村秀夫（1982）『日本語のシンタクスと意味 第 I巻』、くろしお出版 
中浜優子・栗原由華（2006）「日本語の物語構築：視点を判断する構文的手がかりの再考」 











    （1993）「対照研究と日本語教育―話者の心的態度の日英比較を中心に―」『人間 
文化研究年報』17号、お茶の水女子大学大学院人間文化研究科、pp.1-10 
    （1997）「誤用分析 II」明治書院企画編集部（編）『日本語誤用分析』明治書院、 
pp.54-108 



















    （2005）「中国語を母語とする日本語学習者の談話展開における視点の習得研究― 
  台湾人日本語学習者を対象に―」『Sophia Linguistica』53号、pp.33-48 
渡邊亜子（1996）『中・上級日本語学習者の談話展開』くろしお出版 
 
Filbeck, David（ 1973） “The Passive in Thai”. Anthropological Linguistics. Vol.15, No.1, 
Anthropology Department, Indiana University. pp.33-41 
Iwasaki, Shoichi and Preeya Ingkaphirom（2005）A Reference Grammar of Thai. Cambridge 
University Press: New York. 
Kha-naacaan Phaak-wichaa Phaasaa-Thay Kha-na-sinlapasaat Mahaa-wittha-yaalay Thammasat
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